
 

eNet-A429 は革新的な製品で、ARINC デバイスの“遠隔”操作を 10/100/1000 イーサネット IP/UDP LAN を介して行うことができます。

eNet-A429 は小型、低消費電力、耐環境向けのデバイスで、1-8つの ARINC 429/575/573/717 デバイスに対するリアルタイム・イーサネット

接続性を提供します。活動現場向けアプリケーションもしくは個別の実験用途として、ARINC デバイスに遠隔接続するのに理想的です。 

 

Altaは産業用途で最も進んでいる 32bit ARINC FPGAプロトコル・エンジン AltaCore とリアルタイム IP/UDPシン（コンパクト）・サーバを結合さ

せました。ユーザは標準のカードを利用して各自の開発したアプリケーションとアプリケーション・プログラミング・インターフェース AltaAPIを同

時に利用することができます。－リコンパイルが必要ないこともしばしばです。 

 

**：eNet-A429（サーバ）はイーサネット/ARINCデバイス間をリアルタイムに通信しますが、（クライアント）コンピュータの IPスタックはおそらく

そうではないでしょう。すなわち eNet-ARINCデバイスはリアルタイムに UDP送受信リクエストを ARINCバッファーに提供しますが、クライアン

ト PC の IP/UDPスタックはバックプレーン・カードと比較してパス遅延を引き起こすでしょう。多くのアプリケーション（100～1000 パケット/秒以

下）に対して、この製品は ARINC デバイスの構成に比類なき柔軟性を提供するでしょう（USB デバイスよりもずっと優れています）。 

 

 

 

小型 13.5 x 3.7 x 4 cm 

200g 

・10/100/1000 イーサネット ⇔ 1～8 つの ARINCチャンネル 

 o 4 つの RXもしくは TXチャンネル；4 つの RXチャンネル  

・シン（コンパクト）・サーバかつリアルタイム UDP イーサネット ** 

・2 つの RXチャンネルから 8bit、1μSec A/D信号のキャプチャ 

・ARINC自動 RXモード → イーサネット・ブリッジ 

・TX/RX イメージの自動起動による高速自動起動 

・5-30 VDC、最大 300-900 mAmp /一般 300-700 mAmp、200g、PoEオプション 

・実験設備もしくは耐環境配備アプリケーションに最適 

・IRIG-B RXデコード、PPS、トリガー、ディスクリート 

 



 

  

輸入代理店 
 
 

ティー・ピー・ティー株式会社 

東京都台東区池之端 1-6-13 境会館 5F 

電話 03-5832-7350  ファックス 03-5832-7351 

mail: info@tptech.co.jp  URL: www.tptech.co.jp 

販売代理店 

注：仕様の詳細は Alta-ARINC-eNet-A429英文データシートが優先されます。 
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